
《補正予算案の特色》《補正予算案の特色》《補正予算案の特色》《補正予算案の特色》

◎県民生活の安全・安心の確保

◎長野県の発信と地域活性化

◎人づくりと子ども支援

◎人口減少社会への対応

補正予算額  　 ７４億３０９４万３千円
（会計間の重複を調整後）

（債務負担行為  ９１億１６３０万９千円 )

一般会計 ６８億４３７６万９千円

（債務負担行為） (２４億２５３０万７千円 )

母子父子寡婦福祉資金貸付金特別会計 ４４２万８千円

流域下水道事業費特別会計 ５億１９９万９千円

（債務負担行為） (６１億４１００万円 )

電気事業会計 ８５１７万５千円

（債務負担行為） (５億５０００万２千円 )

・ 今夏の台風及び天候不順による観光客減少に対応するとともに、北陸新幹線金沢延伸や善

光寺御開帳などといった機会を捉え、国内外で切れ目のない観光誘客促進事業を展開しま

す。

・ 信州まつもと空港の路線拡充を図るため、旅客需要等の基礎調査を実施するとともに、運

航上の課題を整理し、必要となる空港機能の強化に向けた整備要件等を検討します。

・ 「子ども支援センター」（仮称）の平成27年４月開設に向け、相談窓口に配置する電話相

談員の研修等を実施します。

・ 「人口減少の抑制」と「人口減少を踏まえた地域社会の維持・活性化」の取組を全県挙げ

て推進するための総合戦略の策定に着手します。

◎

・ 2016年に日本で開催される予定の主要国首脳会議（サミット）が県内で開催されるよう誘

致活動に取り組みます。

・ 県の教育施策を推進するため「県立大学設立参与」及び「高等教育参与」を設置します。

平成26年度９月補正予算案のポイント

・ 災害による被害を未然に防ぐため、土砂災害警戒区域等の指定に向けた調査を前倒して実

施するとともに、河川の氾濫危険水位等の見直しを行います。

・ ７月の台風第８号による被害に対応するとともに、災害時の緊急輸送路等の整備や河川施

設の改修などの防災・減災対策に取り組みます。

平成26年（2014年）９月19日

総務部財政課財政企画係

（課長）平木 万也 （担当）高橋 寿明

電話:026-235-7039（直通）

: 026-232-0111（代表） 内線2053

FAX:026-235-7475

E-mail zaisei@pref.nagano.lg.jp
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〔  〕 は成果目標

土砂災害基礎調査の実施 ９００万円 ＜建設部＞

・対象市町村：６市町村

〔基礎調査の実施：27か所（平成26年度）〕

河川の氾濫危険水位等の見直し １億３８７万円 ＜建設部＞

・対象河川：千曲川など34河川（洪水予報河川及び水位周知河川）

〔対象となる34河川において見直しを実施（平成26年度）〕

県単独公共事業 ４１億４４６０万８千円

（債務負担行為　２億２０００万円 ）

※うち平成26年７月台風災害分 １３億２７６０万８千円

（債務負担行為　４０００万円 ）

＜林務部、建設部＞

・被災箇所の応急対策・復旧工事等    128か所（南木曽町、上田市、茅野市、飯綱町ほか）

　（道路、河川、砂防、治山） 

・緊急輸送路整備、道路の防災対策等　135か所

・河川、砂防施設の整備　　　　 　　 109か所

道路の拡幅等による安全確保（街路事業） ４億５９６１万円 ＜建設部＞

・道路拡幅工事等：３か所

〔用途地域内都市計画道路整備率：46.7％（平成25年度末）→47.5％（平成26年度末）〕

交通安全施設の整備 ７５２８万６千円 ＜警察本部＞

・事業箇所：信号機改良（高度化）９か所など

〔早期適切な交通状況の把握・分析及び提供により、災害に強い安全・安心な交通環境を確保〕

降ひょう等による農作物被害への支援 ５２６万４千円 ＜農政部＞

・事業主体：東御市、松川町、松本市、塩尻市、山形村、朝日村、長野市

・事業内容：病害虫防除のための農薬、代作用種苗の購入・配付等

防災行政無線の設備更新 ７億６６７４万９千円 ＜危機管理部＞

・実施設計：109か所（現地機関、市町村等）

・更新工事：防災交換機11か所（県合同庁舎等）

〔無線通信装置更新箇所数：112か所（平成29年度）〕

　降ひょう等による農作物被害に対して市町村が行う緊急対策事業を支援

災害時に安定した通信手段を確保するため、現在整備中の県庁局に加え県現地機関、市町

村・消防本部等の衛星系無線通信装置を更新

がけ崩れ、土石流、地すべりのおそれのある土地の区域を明らかにするため、土砂災害警

戒区域等の指定に向けた基礎調査を前倒して実施

市町村が的確に避難勧告等を行えるよう、避難勧告等の発令の目安となる河川の氾濫危険

水位等の見直しを実施

平成26年７月の台風第８号により南木曽町をはじめ県内各地で発生した被害に対応すると

ともに、災害時の緊急輸送路等の整備、河川や砂防施設の整備などの防災・減災対策を追加

実施

　渋滞の解消と歩行者・自転車の通行の安全確保を図るため、道路の拡幅や歩道整備を実施

大雪時等における交通障害を防ぎ、交通の安全と円滑化を図るため、信号機などの交通安

全施設の改良等を実施

◎ 県民生活の安全・安心の確保

新
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◇ 信州ブランドの普及・拡大

観光誘客のための「2015信州発信事業」の展開 ４４７０万９千円 ＜観光部＞

（債務負担行為　４３２万円 ）

〔首都圏からの観光客増加数：22万人（平成27年）〕

「おいしい信州ふーど（風土）」プロジェクトの推進 ７２３万円 ＜農政部＞

（債務負担行為　３４９２万７千円 ）

・「銀座NAGANO」での商談会の実施等

〔県民認知度：40.3％（平成25年６月）→65％（平成27年度末）〕

〔「おいしい信州ふーど(風土)」ＳＨＯＰの登録店舗数：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　368店舗(平成25年度末)→600店舗(平成27年度末)〕

◇ 松本空港の活性化

信州まつもと空港の路線拡充に向けた調査・検討 ３５０万９千円 ＜企画振興部＞

（債務負担行為　６０６万円 ）

〔信州まつもと空港利用者数：８万５千人（平成25年度）→12万人以上（平成29年度）〕

◇ スポーツの振興

松本平広域公園陸上競技場の設備改修 ２億５７７万円 ＜建設部＞

〔整備水準：全国大会開催が可能な水準（平成27年度末）〕

松本平広域公園の機能向上のための検討 ２４９３万円 ＜建設部＞

◇ 主要国首脳会議（サミット）の誘致

主要国首脳会議（サミット）の誘致 ３２７万７千円 ＜産業労働部＞

◇ 産業人材の育成

南信工科短期大学校の建設準備 ４１７２万円 ＜産業労働部＞

信州まつもと空港の路線拡充を図るため、旅客需要等の基礎調査を実施するとともに、運

航上の課題を整理し、必要となる空港機能の強化に向けた整備要件等を検討

平成28年８月に開催される全日本中学校陸上競技選手権大会において充実した競技環境が

提供できるよう、大型電光掲示盤を改修

全国的スポーツ大会の誘致やプロスポーツの振興などを図るため、松本平広域公園内の運

動施設等の機能向上について調査・検討

南信工科短期大学校の平成28年４月開校に向け、新築棟建設予定地にある既存建物２棟の

解体・撤去工事等を実施

長野県の持つ強み・価値を世界に対してアピールするため、2016年に日本で開催される予

定の主要国首脳会議（サミット）が県内で開催されるよう誘致活動を実施

今夏の台風及び天候不順による観光客減少に対応するとともに、北陸新幹線金沢延伸や善

光寺御開帳などといった機会を捉え、国内外で切れ目のない観光誘客促進事業を展開

「おいしい信州ふーど(風土)」の県民認知度向上と販路拡大を図るため、「おいしい信州

ふーど（風土）」ＳＨＯＰの発信力強化を支援するとともに新たな販路開拓を実施

◎ 長野県の発信と地域活性化

◎ 人づくりと子ども支援

新

新

新

3



◇ 教育施策推進のための体制整備

新県立４年制大学の設立に向けた「県立大学設立参与」の設置 ３２０万１千円 ＜総務部＞

高等教育の振興に向けた「高等教育参与」の設置 １１４万７千円 ＜県民文化部＞

◇ 子ども支援の充実

子ども支援センター（仮称）の開設準備 １０８万４千円 ＜県民文化部＞

人口定着に向けた総合戦略の策定 ４２０万２千円 ＜企画振興部＞

「子ども支援センター」（仮称）の平成27年４月開設に向け、子どもの相談窓口に配置す

る電話相談員の研修及び制度の広報を実施

教育課程の編成や教員の選考など新県立大学の設立に向けた準備を進めるため、理事長及

び学長の予定者を「県立大学設立参与」に任用

高等教育における教育・研究の質の向上などを図るため、行政と教育について幅広く高度

な識見を有する者を「高等教育参与」に任用

人口定着と確かな暮らしの実現に向け、「人口減少の抑制」と「人口減少を踏まえた地域

社会の維持・活性化」の取組を全県挙げて推進するための総合戦略の策定に着手

新

新

◎ 人口減少社会への対応
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